















































































































松本地域 長野 上伊那 諏訪
H19 22639 11067 8913 7487
H20 20570 10603 8710 6940
H21 16140 8179 6374 4717
H22 18705 8764 7438 5319
H23 16094 8099 6608 5483
H24 13620 8895 6293 5663
　　　　　　　　   出所）工業統計表　各年版　
　　　　　　　　   注 1 ）平成13年度以降は従業者数 4人以上の事業所の数値である
表 2　事業所数の推移
松本地域 長野 上伊那 諏訪
H19 975 1361 748 1000
H20 1001 1357 773 1056
H21 898 1259 687 892
H22 867 1210 669 855
H23 877 1218 701 883
H24 822 1168 661 834











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伊那市 駒ケ根市 箕輪町他 計
組立 8 3 5 16
機械加工 2 1 3 6
自社製品 3 1 0 4
その他 3 0 0 3
計 16 5 8 29
②2015年調査（25社）
伊那市 駒ケ根市 箕輪町他 計
組立 0 0 0 0
機械加工 1 3 11 15
自社製品 2 0 1 3
その他 3 0 4 7
計 6 3 16 25
注 1   箕輪町他には辰野町、南箕輪村の企業も
含めて表示してある
注 2   その他は、表面処理、設計、梱包、ソフ
ト開発、材料などの企業である





注 1   地域内とは上伊那地域（伊那
市、駒ケ根市、上伊那郡の二市
一郡をさす）内である。


































































































































1 個 2 個の仕事が多く、10個だと個数的には多いほうである。ほとんどが試作品である
が、後に 2・3 個を追加されることもある。多品種少量のものが多く、ひとつの仕事の個数
は少ないが、種類や点数が多いものが中心である。
〈今後の課題〉
営業部門がなく、今後どのように営業していけばよいのかがわからない。
今までは営業がなくてもやってこれたが、これからは専門の部署を立ち上げる必要がある
と考えている。付加価値をつけていく仕事。図面に対して付加価値をつけていく。
インターネットなども普及しているが、顔が見える訳でもない。不良品とかが出た場合に
専門の間に入る人間がいない。マッチングなど外部の団体も利用したことはない。
〈その他〉
大企業を定年になった人に顧問になってもらう事も検討している。品質を維持するために
は、技術を磨いていくという基礎的な部分は重要であるが賃金的な問題も大きい。実際にサ
ンキョー等の出身者を集めてきて成功している地域企業もある。
参考　Hさん　77才
＊調査日：2017年 8 月28日、質問者：粂野
＊旦那さんがKOAに勤め、同時に納屋工場を経営していた（平成10年まで）。
＊自身はKOAの内職をしていた。
＊兼業農家
〈KOAとの関係〉
夫がKOAに40年間務めていた。自身もKOAの内職作業をしていた。もともとHさん
夫婦は養蚕用の桑を作る農家で、昼間は農業を行い夜間にKOAに務めていた。しかしなが
ら昭和45年ごろからKOAが忙しくなったので昼間に勤めることになった。農家の方は奥さ
んに任せ、会社から帰ってくると二人で農作業をおこなう生活だった。当時はKOAの社宅
に住み、会社へ通っていた。桑畑は借りていた。
昭和52年ごろを現在地に家を建てると、家にも仕事を持って帰って内職をするようになっ
た。仕事の内容は、はんだ付け作業で自動機を使って組み立てるものであった。当時KOA
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では内職等を推奨しており、機械はKOAが貸し、技術的な指導もしていた。
KOAのおかげで家を建てることができた。夫は平成 8年までKOAに勤めた。家を建て
た時期ぐらいに、家の横に工場を建てて作業をするようになった。昼間は奥さんと近所の女
性とで作業を行い、夜には旦那さんも一緒に作業をしていた。兼業で働くことはこのあたり
では当たり前であった。仕事内容は基板への配線作業で、この仕事は平成10年まで続けて
いた。当時は町長さんも下請け作業をしていた。
KOAには内職仕事がたくさんあった。内職を出している工場にはKOAから機械を貸し
ているところが多かった。箕輪から伊那にかけてそのような工場は多くあった。旦那さんが
KOAをやめてから畑を買って耕作をするようになった。
もともとこのあたりは一面林だった。それを戦後、満州から帰って来た人が開拓し、畑や
畜産をやるようになった。酪農が多かったが現在では 2軒しか残っていない。ほとんどの人
が会社へ勤めるようになった。企業へ勤めた人たちは、自分たちの食べる分ぐらいの畑か内
職を行っていた。隣はルビコンの内職をしていた。今は内職する人は減っている。出してい
た企業は自社でやっているようである。
機械など技術的な面は、KOAの人が巡回して指導してくれた。材料はKOAもちで、納
品は旦那さんが行う場合とKOAの人が取りに来る場合があった。急ぎなどのものは小口で
10 ～ 100個ぐらいであったが、大口は万単位のものもあった。
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